
「この地域にも、みんなが気軽に集まれる居場所を作りたい…」という思いから、昨年“うぶ声を上げた”サロンです。 
百歳体操やカラオケ大会も始めました。

スタッフだけが頑張るのではなく、参加者も準備や後片付けを手伝ったり「次回は、あの人を誘ってこようかな」とサ
ロンの活性化にひと役かっています。地域のみんながいろんな形で関わり、「どんどん楽しいサロンにしていこう！」と
いう意欲がみなぎっていました。

みんなで知恵を出し合いながら「次回は、あれをしようか、これをしようか」とアイデアがつきません。
これからの広がりが楽しみなサロンです。「毎週みんなに会えるのが楽しみ」、「休みがちな人がいると心配」など、地域

の人と人との心をつなぐ場にもなっています。

同会発起人は自治会長である木津さん。「外出することに消極的になってしまっている方が多かった
ので、チラシを作り一人一人に趣旨を説明してまわりました」
と発足当時を振り返ります。もっと多くの人が参加したくな
る魅力あふれるサロンにしたいと抱負を語ってくれました。

新上屋自治会新上屋自治会新たな活動が始まりました新たな活動が始まりました新たな活動が始まりました

自治会館には、至るところに住民さんの描いた絵が
飾られ、訪れた方々の癒しになっています。
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この広報誌は、一部赤い羽根共同募金の配分金で作成しています。

令和元年6月１5日

滋賀県野洲市西河原2400番地

E-mail : fukushi@yasu-syakyo.or.jp http : //www.yasu-syakyo.or.jp

おしらせ版

野洲市介護者家族の会　 事務局  野洲市社会福祉協議会 TEL 077-589-4683  FAX 077-589-5783問い合わせ

介護者家族の会  懇談会のお知らせ

※参加費（会費）：１回につき100円

認知症の方の介護は、思うようにいかないのが現状です。
しかし、方法がないわけではありません。認知症の方と介護者

の関係は「合わせ鏡」に似ています。こちらがイライラしている
と、あちらもカリカリ。こちらが笑顔でいると、向うも気持ちが
穏やかになります。チョットした介護のコツと、気持ちに余裕を
持っていただくために、いろいろ話し合いませんか。どうぞ、お
待ちしております。 どなたでもお気軽にご参加ください。

６月19日 ㈬

７月17日 ㈬

８月21日 ㈬

野洲市
健康福祉センター
（辻町433-1）

13：30
〜

15：00

期　　日 場　　　所 時　間理解をすることで、気持ちに余裕が生まれます。

義援金のご協力
　　ありがとうございました

上記以外に匿名の方や募金箱等にもご協力をいただ
いております。
各義援金の総額等詳細については、社会福祉協議会

のホームページをご覧ください。

野洲市社会福祉協議会では、下記の義援金を引
き続き受け付けています。
義援金は日本赤十字社・共同募金会を通じて、

被災地へ届けられます。

（平成31年3月1日から令和元年5月31日）

日赤滋賀県支部  野洲市地区受付分

みなさまの温かいご支援を
お願いいたします。

平成３０年７月 豪雨災害義援金

介護の悩みを気軽に相談できる場、認知症や介護に関
する情報交換、同じ悩みを持つ人との交流の場など、みな
さんの集いの場として気軽に参加ください。認知症の人や、
家族が気軽に外出できる場としてもご利用ください。
対　象
参加費

問い合わせ

どなたでも　＊予約不要
無料　＊飲み物やお菓子（各100円程度）の実費負担有り
野洲市地域包括支援センター　TEL 077－588－2337

介護カフェおこしやす開催中～ ! !

R1年７月２日㈫
R1年８月６日㈫
R1年９月３日㈫
R1年10月１日㈫

野洲市
健康福祉センター1階 

旧デイサービス室
（辻町433-1）

13：30
〜

15：00

期　　日 場　　　所 時　間

K・Y 様

滋賀県レイカディア大学
　　　 　　　第42期学生の募集について
滋賀県レイカディア大学
　　　 　　　第42期学生の募集について

滋賀県レイカディア大学とは
　高齢者の社会参加への意欲の高まりに応え高齢者が新しい知識と教養
を身につけ、地域の担い手として活躍できるよう支援するため滋賀県レ
イカディア大学を開設しています。

2019年6月3日（月）から8月5（月）まで入学願書受付期間

滋賀県レイカディア大学 米原校
〒521-0016 米原市下多良2-137

滋賀県レイカディア大学 草津校
〒525-0072 草津市笠山7-8-138

問い合わせ 社会福祉法人 滋賀県社会福祉協議会

TEL：077-567-3901 TEL：0749-52-5110

日本赤十字社では毎年創立の月にあたる
５月を中心に「赤十字運動月間」とし、この月
間を中心に全国の皆様に社員に加入してい
ただくための「赤十字社員増強運動」を行い
ます。

日本赤十字社滋賀県支部
〒520－0044  大津市京町四丁目３－38
TEL 077－522－6758／FAX 077－523－4502
日本赤十字社滋賀県支部　野洲市地区　
〒520-2413  野洲市西河原2400番地
TEL 077－589－4683／FAX 077－589－5783

赤十字奉仕団  団員募集赤十字奉仕団  団員募集赤十字奉仕団  団員募集赤十字奉仕団  団員募集

赤十字の活動資金に
　　　ご協力お願い致します。

・東日本大震災義援金
・平成28年熊本地震災害義援金
・平成30年7月豪雨災害義援金
・平成30年北海道胆振東部地震災害義援金
・平成29年7月5日からの大雨災害義援金

問
い
合
わ
せ

～わたしたちは忘れない～～わたしたちは忘れない～
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近年、地域社会を取り巻く環境は、少子高齢社会や核家族化の進行、地域住民のつながりの希薄化により、住民が

共に助け合い、支え合うという相互扶助機能が低下し、自らの支援を求めることができない人たちが潜在化しているな

ど、地域における福祉課題が多様化しています。

わが国における社会福祉全体の方向性は、子ども・高齢者・障がいのある人など全ての人々が地域、暮らし、生きが

いを共につくり、高め合うことができる「地域共生社会」の実現が示され、地域福祉を基盤とした流れに大きく動いて

おり、これまでも地域福祉活動を推進してきた社会福祉協議会の果たすべき役割はますます高まっています。

このような中、本年度から「第３次地域福祉活動計画」の策定に向けて、国の地域共生社会の施策展開の動向を見

つつ、また、本市における地域福祉のより効果的な推進と相互の役割等を整理するため、市の地域福祉計画と社会福

祉協議会の地域福祉活動計画の一体的策定に向け、市との協働により準備を進めていきます。

また、本年度は本会の経営方針を明確にするとともに組織全体で課題を共有し、一定の方針のもとに事業展開する

ことを目的として策定した「第１次中長期経営計画」の初年度として事業効果、効率性、地域ニーズを重視した経営へ

の転換を図り、組織基盤を強化します。合わせて地域の多様なニーズや福祉課題に応えるため、地域住民やボランティ

ア・福祉関係団体、市と連携協力を図りながら、基本理念である

「人がともに支え合い安心して暮らせるまち」の具現化を目指

し、各事業に取り組んでまいります。

～ 令和元年度  野洲市   社会福祉協議会 事業 ～～ 令和元年度  野洲市   社会福祉協議会 事業 ～

基 本 方 針基 本 方 針

基 本 理 念基 本 理 念

重 点 事 業重 点 事 業

本会の目指すべき姿を明確に示した「第1次中長期経営計画」に基
づき、計画を実行していくための組織ガバナンスの強化、経営基盤の
確立に取り組みます。

地域における関係機関連携による
包括的な相談体制づくりをします。
地域における関係機関連携による
包括的な相談体制づくりをします。
地域における関係機関連携による
包括的な相談体制づくりをします。

「助けられ上手 助け上手を育てるまちづくり」を目指し、住民同士
による地域での困りごとの発見・協議をする場づくり（住民参加によ
る地域組織化活動）への支援に取り組みます。

保護者が労働等により昼間家庭にいない児童に対し放課後等で適
切な遊び及び安心・安全な生活の場を提供し、児童の健全育成を図
ります。

1.　法人運営事業
　第1次中長期経営計画に基づき、計画の目標に掲げている
「組織体制の強化・職員の専門性の向上・経営基盤の確立」
を実行するため、役員組織である理事会機能の強化と、事務
局組織の見直しを図り、本会が取り組むべき新たな福祉課
題・生活課題に対応できる法人運営に取り組みます。
（１）第1次中長期経営計画の推進・進行管理
（２）会務の運営
（３）研修システムの体系化
（４）人事管理制度の導入
（５）第３期地域福祉計画・第３次地域福祉活動計画策定準備
（６）財政の健全化に向けた取組み

2.　地域福祉推進事業
「助けられ上手 助け上手を育てるまちづくり」を目指し、住
民同士による地域での困りごとの発見・協議をする場づくり
（住民参加による地域組織化活動）支援に、次の職員を配置
して取り組みます。
●コミュニティソーシャルワーカー（CSW）
　地域の支え合い活動等から見えてくる地域の課題解決に向

け、地域における相談支援体制の構築を進めます。
●コミュニティワーカー（COW）
　地域の福祉力を高めるため、中学校区ごとに配置し、住民の
支え合い活動を支援します。
●生活支援コーディネーター（生活支援体制整備事業）
　地域包括ケアシステムの構築に向け、新たに介護保険の地
域支援事業に位置づけられた生活支援体制整備事業を実施
し、自治会、民生委員児童委員、ボランティアなどと連携を
図り、高齢者の生活支援・介護予防の充実を図ります。
（１）地域福祉活動の推進支援

①話し合いの場づくり（住民による話し合いの場づくりへの働きかけ）
②居場所づくり（地域の居場所づくりへの支援）
③見守り活動
④生活支援

（２）ボランティア活動の推進
①ボランティア情報の収集・発信
②ボランティア登録の整備
③ボランティアの育成・支援
④福祉教育活動の推進と福祉活動推進校の支援

⑤子ども会育成事業
⑥災害ボランティアセンターの設置に向けた取組
⑦ボランティアセンター運営委員会の設置に向けた取組

（３）社会福祉関係団体との協働活動の推進
①福祉団体の育成を図るための支援を行います
②母子・父子家庭ふれあい事業
③障がい者（児）交流事業
④障がい者（児）スポーツ大会
⑤遺族援護事業

（４）広報・啓発事業
①広報誌「社協やす」の発行
②ホームページの運営
③社会福祉大会の開催
④広報等音訳事業

3.　相談支援事業
人と人とのつながりが薄くなってきたことで、子育て中

の方や一人暮らし高齢・障がいのある方などの中には、近
所や地域の中で気軽に話をしたり、不安や悩みを相談する
相手がなく、一人で抱え込んでしまい、孤立する人が増加
傾向にあります。そのような状況を踏まえ、支援や援助を
必要としている人を把握し、適切な対応を図るため、相談
支援体制の強化に取り組みます。
（１）総合相談事業の実施
（２）地域福祉権利擁護事業（日常生活自立支援事業）
（３）福祉資金・生活福祉資金貸付事業
（４）ファミリー・サポート・センター事業
（５）障がい者相談支援事業
（６）居宅介護支援事業
（７）車いす貸出事業

4.　学童保育所の運営
（１）市内23学童保育所の運営
（２）土曜保育の実施
（３）学童保育所運営協議会の開催

5.　その他地域福祉を推進する活動
●共同募金運動の推進（野洲市共同募金委員会の運営）
●日本赤十字事業の推進（日本赤十字社野洲市地区の運営）

令和元年度  一般会計予算　総額  490,448,000円

■ 収入の部 ■ 支出の部

令和元年度  野洲市社会福祉協議会  事業計画

実
施
事
業

組織体制の強化

地域支え合いの
　　　仕組みの構築

学童保育の健全運営

「人がともに支え合い  安心して暮らせるまち」

補助金収入
89,107千円
18.2％

受託金収入
349,154千円
71.2％

会費収入
11,195千円
2.3％ 寄付金収入

1,000千円
0.2％

共同募金配分金収入
5,970千円
1.2％

繰越金他
3,339千円
0.7％

人件費支出
415,971千円
84.8％

事業費支出
42,364千円
8.6％

事務費支出
23,706千円
4.8％

助成金支出
8,407千円
1.7％介護保険等事業収入

28,648千円
5.8％

事業収入
2,035千円
0.4％

❶

❸

❷
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　第1次中長期経営計画に基づき、計画の目標に掲げている
「組織体制の強化・職員の専門性の向上・経営基盤の確立」
を実行するため、役員組織である理事会機能の強化と、事務
局組織の見直しを図り、本会が取り組むべき新たな福祉課
題・生活課題に対応できる法人運営に取り組みます。
（１）第1次中長期経営計画の推進・進行管理
（２）会務の運営
（３）研修システムの体系化
（４）人事管理制度の導入
（５）第３期地域福祉計画・第３次地域福祉活動計画策定準備
（６）財政の健全化に向けた取組み

2.　地域福祉推進事業
「助けられ上手 助け上手を育てるまちづくり」を目指し、住
民同士による地域での困りごとの発見・協議をする場づくり
（住民参加による地域組織化活動）支援に、次の職員を配置
して取り組みます。
●コミュニティソーシャルワーカー（CSW）
　地域の支え合い活動等から見えてくる地域の課題解決に向

け、地域における相談支援体制の構築を進めます。
●コミュニティワーカー（COW）
　地域の福祉力を高めるため、中学校区ごとに配置し、住民の
支え合い活動を支援します。
●生活支援コーディネーター（生活支援体制整備事業）
　地域包括ケアシステムの構築に向け、新たに介護保険の地
域支援事業に位置づけられた生活支援体制整備事業を実施
し、自治会、民生委員児童委員、ボランティアなどと連携を
図り、高齢者の生活支援・介護予防の充実を図ります。
（１）地域福祉活動の推進支援

①話し合いの場づくり（住民による話し合いの場づくりへの働きかけ）
②居場所づくり（地域の居場所づくりへの支援）
③見守り活動
④生活支援

（２）ボランティア活動の推進
①ボランティア情報の収集・発信
②ボランティア登録の整備
③ボランティアの育成・支援
④福祉教育活動の推進と福祉活動推進校の支援

⑤子ども会育成事業
⑥災害ボランティアセンターの設置に向けた取組
⑦ボランティアセンター運営委員会の設置に向けた取組

（３）社会福祉関係団体との協働活動の推進
①福祉団体の育成を図るための支援を行います
②母子・父子家庭ふれあい事業
③障がい者（児）交流事業
④障がい者（児）スポーツ大会
⑤遺族援護事業

（４）広報・啓発事業
①広報誌「社協やす」の発行
②ホームページの運営
③社会福祉大会の開催
④広報等音訳事業

3.　相談支援事業
人と人とのつながりが薄くなってきたことで、子育て中

の方や一人暮らし高齢・障がいのある方などの中には、近
所や地域の中で気軽に話をしたり、不安や悩みを相談する
相手がなく、一人で抱え込んでしまい、孤立する人が増加
傾向にあります。そのような状況を踏まえ、支援や援助を
必要としている人を把握し、適切な対応を図るため、相談
支援体制の強化に取り組みます。
（１）総合相談事業の実施
（２）地域福祉権利擁護事業（日常生活自立支援事業）
（３）福祉資金・生活福祉資金貸付事業
（４）ファミリー・サポート・センター事業
（５）障がい者相談支援事業
（６）居宅介護支援事業
（７）車いす貸出事業

4.　学童保育所の運営
（１）市内23学童保育所の運営
（２）土曜保育の実施
（３）学童保育所運営協議会の開催

5.　その他地域福祉を推進する活動
●共同募金運動の推進（野洲市共同募金委員会の運営）
●日本赤十字事業の推進（日本赤十字社野洲市地区の運営）

令和元年度  一般会計予算　総額  490,448,000円

■ 収入の部 ■ 支出の部

令和元年度  野洲市社会福祉協議会  事業計画

実
施
事
業

組織体制の強化

地域支え合いの
　　　仕組みの構築

学童保育の健全運営

「人がともに支え合い  安心して暮らせるまち」

補助金収入
89,107千円
18.2％

受託金収入
349,154千円
71.2％

会費収入
11,195千円
2.3％ 寄付金収入

1,000千円
0.2％

共同募金配分金収入
5,970千円
1.2％

繰越金他
3,339千円
0.7％

人件費支出
415,971千円
84.8％

事業費支出
42,364千円
8.6％

事務費支出
23,706千円
4.8％

助成金支出
8,407千円
1.7％介護保険等事業収入

28,648千円
5.8％

事業収入
2,035千円
0.4％

❶

❸

❷
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近年、地域社会を取り巻く環境は、少子高齢社会や核家族化の進行、地域住民のつながりの希薄化により、住民が

共に助け合い、支え合うという相互扶助機能が低下し、自らの支援を求めることができない人たちが潜在化しているな

ど、地域における福祉課題が多様化しています。

わが国における社会福祉全体の方向性は、子ども・高齢者・障がいのある人など全ての人々が地域、暮らし、生きが

いを共につくり、高め合うことができる「地域共生社会」の実現が示され、地域福祉を基盤とした流れに大きく動いて

おり、これまでも地域福祉活動を推進してきた社会福祉協議会の果たすべき役割はますます高まっています。

このような中、本年度から「第３次地域福祉活動計画」の策定に向けて、国の地域共生社会の施策展開の動向を見

つつ、また、本市における地域福祉のより効果的な推進と相互の役割等を整理するため、市の地域福祉計画と社会福

祉協議会の地域福祉活動計画の一体的策定に向け、市との協働により準備を進めていきます。

また、本年度は本会の経営方針を明確にするとともに組織全体で課題を共有し、一定の方針のもとに事業展開する

ことを目的として策定した「第１次中長期経営計画」の初年度として事業効果、効率性、地域ニーズを重視した経営へ

の転換を図り、組織基盤を強化します。合わせて地域の多様なニーズや福祉課題に応えるため、地域住民やボランティ

ア・福祉関係団体、市と連携協力を図りながら、基本理念である

「人がともに支え合い安心して暮らせるまち」の具現化を目指

し、各事業に取り組んでまいります。

～ 令和元年度  野洲市   社会福祉協議会 事業 ～～ 令和元年度  野洲市   社会福祉協議会 事業 ～

基 本 方 針基 本 方 針

基 本 理 念基 本 理 念

重 点 事 業重 点 事 業

本会の目指すべき姿を明確に示した「第1次中長期経営計画」に基
づき、計画を実行していくための組織ガバナンスの強化、経営基盤の
確立に取り組みます。

地域における関係機関連携による
包括的な相談体制づくりをします。
地域における関係機関連携による
包括的な相談体制づくりをします。
地域における関係機関連携による
包括的な相談体制づくりをします。

「助けられ上手 助け上手を育てるまちづくり」を目指し、住民同士
による地域での困りごとの発見・協議をする場づくり（住民参加によ
る地域組織化活動）への支援に取り組みます。

保護者が労働等により昼間家庭にいない児童に対し放課後等で適
切な遊び及び安心・安全な生活の場を提供し、児童の健全育成を図
ります。

1.　法人運営事業
　第1次中長期経営計画に基づき、計画の目標に掲げている
「組織体制の強化・職員の専門性の向上・経営基盤の確立」
を実行するため、役員組織である理事会機能の強化と、事務
局組織の見直しを図り、本会が取り組むべき新たな福祉課
題・生活課題に対応できる法人運営に取り組みます。
（１）第1次中長期経営計画の推進・進行管理
（２）会務の運営
（３）研修システムの体系化
（４）人事管理制度の導入
（５）第３期地域福祉計画・第３次地域福祉活動計画策定準備
（６）財政の健全化に向けた取組み

2.　地域福祉推進事業
「助けられ上手 助け上手を育てるまちづくり」を目指し、住
民同士による地域での困りごとの発見・協議をする場づくり
（住民参加による地域組織化活動）支援に、次の職員を配置
して取り組みます。
●コミュニティソーシャルワーカー（CSW）
　地域の支え合い活動等から見えてくる地域の課題解決に向

け、地域における相談支援体制の構築を進めます。
●コミュニティワーカー（COW）
　地域の福祉力を高めるため、中学校区ごとに配置し、住民の
支え合い活動を支援します。
●生活支援コーディネーター（生活支援体制整備事業）
　地域包括ケアシステムの構築に向け、新たに介護保険の地
域支援事業に位置づけられた生活支援体制整備事業を実施
し、自治会、民生委員児童委員、ボランティアなどと連携を
図り、高齢者の生活支援・介護予防の充実を図ります。
（１）地域福祉活動の推進支援

①話し合いの場づくり（住民による話し合いの場づくりへの働きかけ）
②居場所づくり（地域の居場所づくりへの支援）
③見守り活動
④生活支援

（２）ボランティア活動の推進
①ボランティア情報の収集・発信
②ボランティア登録の整備
③ボランティアの育成・支援
④福祉教育活動の推進と福祉活動推進校の支援

⑤子ども会育成事業
⑥災害ボランティアセンターの設置に向けた取組
⑦ボランティアセンター運営委員会の設置に向けた取組

（３）社会福祉関係団体との協働活動の推進
①福祉団体の育成を図るための支援を行います
②母子・父子家庭ふれあい事業
③障がい者（児）交流事業
④障がい者（児）スポーツ大会
⑤遺族援護事業

（４）広報・啓発事業
①広報誌「社協やす」の発行
②ホームページの運営
③社会福祉大会の開催
④広報等音訳事業

3.　相談支援事業
人と人とのつながりが薄くなってきたことで、子育て中

の方や一人暮らし高齢・障がいのある方などの中には、近
所や地域の中で気軽に話をしたり、不安や悩みを相談する
相手がなく、一人で抱え込んでしまい、孤立する人が増加
傾向にあります。そのような状況を踏まえ、支援や援助を
必要としている人を把握し、適切な対応を図るため、相談
支援体制の強化に取り組みます。
（１）総合相談事業の実施
（２）地域福祉権利擁護事業（日常生活自立支援事業）
（３）福祉資金・生活福祉資金貸付事業
（４）ファミリー・サポート・センター事業
（５）障がい者相談支援事業
（６）居宅介護支援事業
（７）車いす貸出事業

4.　学童保育所の運営
（１）市内23学童保育所の運営
（２）土曜保育の実施
（３）学童保育所運営協議会の開催

5.　その他地域福祉を推進する活動
●共同募金運動の推進（野洲市共同募金委員会の運営）
●日本赤十字事業の推進（日本赤十字社野洲市地区の運営）

令和元年度  一般会計予算　総額  490,448,000円

■ 収入の部 ■ 支出の部

令和元年度  野洲市社会福祉協議会  事業計画

実
施
事
業

組織体制の強化

地域支え合いの
　　　仕組みの構築

学童保育の健全運営

「人がともに支え合い  安心して暮らせるまち」

補助金収入
89,107千円
18.2％

受託金収入
349,154千円
71.2％

会費収入
11,195千円
2.3％ 寄付金収入

1,000千円
0.2％

共同募金配分金収入
5,970千円
1.2％

繰越金他
3,339千円
0.7％

人件費支出
415,971千円
84.8％

事業費支出
42,364千円
8.6％

事務費支出
23,706千円
4.8％

助成金支出
8,407千円
1.7％介護保険等事業収入

28,648千円
5.8％

事業収入
2,035千円
0.4％

❶

❸

❷



5

（平成31年3月6日～令和元年5月16日）
《金員の部》 《物品の部》

温かい思いやりありがとうございました。
有効に使わせていただきます。

善 意 銀 行 だ よ り

匿名　
匿名
大畑女子有志 様
大畑女子有志 様
株式会社 大生産業 様　
遊林寺 様
山根祐太郎 様

12,473円
2,807円
50,000円
20,000円
293,456円
10,000円
3,000円

多聞寺 様
匿名
匿名

米120キロ
米60キロ

玩具

第15回 野洲市障がい者スポーツ大会第15回 野洲市障がい者スポーツ大会第15回 野洲市障がい者スポーツ大会第15回 野洲市障がい者スポーツ大会

それぞれの力を出し合い
　　　楽しい１日を過ごしましょう

日　時　　令和元年6月22日（土）
　　　　　10：30～15：30

場　所　　なかよし交流館
　　　　 （冨波甲1339-24／TEL 077-587-6511）

対　象　　市内在住、在勤者ならどなたでも

参加費　　500円（弁当代）

日　時　　令和元年7月21日（日）
　　　　　8：30～17：00頃

集　合　　野洲市役所本庁駐車場

行き先　　レゴランド・ディスカバリー・センター大阪

参加費　　無  料

定　員　　36名　先着順

申込期間　　7月3日（水）～7月10日（水）

～ やすリンピック ～～ やすリンピック ～～ やすリンピック ～

問い合わせ

TEL  077-589-4683　FAX  077-589-5783

野洲市社会福祉協議会申込み・問い合わせ

TEL  077-589-4683　FAX  077-589-5783

野洲市社会福祉協議会

野洲市社会福祉協議会（西河原2400）
TEL  077-589-4683　FAX  077-589-5783

申込み・問い合わせ

野洲市社会福祉協議会 職員募集
子どもたちの成長と安全を見守っていくお仕事です

資格/年齢　　18歳以上（平成31年4月1日現在）

勤 務 日　　月曜日～金曜日（週3日以上）※応相談

勤務時間　　午後2時30分から午後6時30分までの４時間勤務　※応相談
　　　　　　春・夏・冬休み等の学校休業期間中は、
　　　　　　午前8時30分～午後6時30分までの内4～8時間勤務

賃　　金　　時給  900～950円

就業場所　　野洲市内の学童保育所

学童保育所　アルバイト

母子・父子家庭ふれあい事業

親子バス旅行案内
母子・父子家庭ふれあい事業

親子バス旅行案内
　日頃、仕事や家事に忙しいひとり親家庭のお父さん・
お母さん、夏休みの１日を子どもたちと楽しいバス旅行
に出かけませんか。

※昼食は各自でお願いします。

4

サロン担い手交流会を開催しましたサロン担い手交流会を開催しましたサロン担い手交流会を開催しましたサロン担い手交流会を開催しました
今回は、新たな担い手の方も地域で安心してサロン活動ができるよう交流

会を実施しました。
新たな担い手の方、顔なじみの方など2日間で33自治会、59名の参加があ

り、前半はサロン活動・出前講座・サロン貸し出し備品・ボランティア行事用
保険・補助金等の説明をし、後半は各地域で実施されているサロン活動につ
いて情報交換をしました。

情報交換では各サロンの自慢や大切にされていること、そして困っている
ことなど話が尽きることなくあっという間に時間が過ぎました。

次回は、参加者の「こんな話が聞きたい。」という声を参考に『男性の参
加が多いサロン』『地域でサロンを支えるしくみがあるサロン』『サロン備品
を活用した交流会』などのテーマで開催できればと思います。

自治会等で開催される「ふれあいサロン」や「子育てサロン」等で活用していただける備品を貸出しています。 
事前に空き状況をご確認頂き、印鑑を持参のうえ申請手続きにお越しください。
申請書は、野洲市社協ホームページからもお取りいただけます。

野洲市内在住の方で、突然の怪我や身体の支障により歩行が困難な状況、または介護保険等で
車椅子の申請手続き中の方を対象に、３か月を限度に車椅子を貸出します。

4/22 コミュニティセンターなかさと

4/23 野洲図書館

地域のサロン等でご活用ください ～ 備品貸出 ～

車椅子を貸出しています

・車椅子のタイプ　　自走式と介助式　　　　　　　　　　　　　　
・借用料　　　　　　無　料
・申請手続き　　　　事前に車椅子の空き状況をご確認のうえ、印鑑を持参し手続きにお越しください。

流

あ
用
つ

る

問い合わせ
連　絡　先 TEL  077-589-4683　FAX  077-589-5783野洲市社会福祉協議会

（注意事項）福祉サービス等によって、車椅子を購入もしくはレンタルされている方は対象外といたします。

〔貸出備品一例〕

ふれあいサロンは、地域の方との出会いの場で、参加することで顔なじみ
にもなれます。
心配ごとや困りごとがあった時に相談でき、「ちょっとたすけて。」と言え
るそんなおたがいさまの地域活動を推進する場にもつながっています。
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（平成31年3月6日～令和元年5月16日）
《金員の部》 《物品の部》

温かい思いやりありがとうございました。
有効に使わせていただきます。

善 意 銀 行 だ よ り

匿名　
匿名
大畑女子有志 様
大畑女子有志 様
株式会社 大生産業 様　
遊林寺 様
山根祐太郎 様

12,473円
2,807円
50,000円
20,000円
293,456円
10,000円
3,000円

多聞寺 様
匿名
匿名

米120キロ
米60キロ

玩具

第15回 野洲市障がい者スポーツ大会第15回 野洲市障がい者スポーツ大会第15回 野洲市障がい者スポーツ大会第15回 野洲市障がい者スポーツ大会

それぞれの力を出し合い
　　　楽しい１日を過ごしましょう

日　時　　令和元年6月22日（土）
　　　　　10：30～15：30

場　所　　なかよし交流館
　　　　 （冨波甲1339-24／TEL 077-587-6511）

対　象　　市内在住、在勤者ならどなたでも

参加費　　500円（弁当代）

日　時　　令和元年7月21日（日）
　　　　　8：30～17：00頃

集　合　　野洲市役所本庁駐車場

行き先　　レゴランド・ディスカバリー・センター大阪

参加費　　無  料

定　員　　36名　先着順

申込期間　　7月3日（水）～7月10日（水）

～ やすリンピック ～～ やすリンピック ～～ やすリンピック ～

問い合わせ

TEL  077-589-4683　FAX  077-589-5783

野洲市社会福祉協議会申込み・問い合わせ

TEL  077-589-4683　FAX  077-589-5783

野洲市社会福祉協議会

野洲市社会福祉協議会（西河原2400）
TEL  077-589-4683　FAX  077-589-5783

申込み・問い合わせ

野洲市社会福祉協議会 職員募集
子どもたちの成長と安全を見守っていくお仕事です

資格/年齢　　18歳以上（平成31年4月1日現在）

勤 務 日　　月曜日～金曜日（週3日以上）※応相談

勤務時間　　午後2時30分から午後6時30分までの４時間勤務　※応相談
　　　　　　春・夏・冬休み等の学校休業期間中は、
　　　　　　午前8時30分～午後6時30分までの内4～8時間勤務

賃　　金　　時給  900～950円

就業場所　　野洲市内の学童保育所

学童保育所　アルバイト

母子・父子家庭ふれあい事業

親子バス旅行案内
母子・父子家庭ふれあい事業

親子バス旅行案内
　日頃、仕事や家事に忙しいひとり親家庭のお父さん・
お母さん、夏休みの１日を子どもたちと楽しいバス旅行
に出かけませんか。

※昼食は各自でお願いします。
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サロン担い手交流会を開催しましたサロン担い手交流会を開催しましたサロン担い手交流会を開催しましたサロン担い手交流会を開催しました
今回は、新たな担い手の方も地域で安心してサロン活動ができるよう交流

会を実施しました。
新たな担い手の方、顔なじみの方など2日間で33自治会、59名の参加があ

り、前半はサロン活動・出前講座・サロン貸し出し備品・ボランティア行事用
保険・補助金等の説明をし、後半は各地域で実施されているサロン活動につ
いて情報交換をしました。

情報交換では各サロンの自慢や大切にされていること、そして困っている
ことなど話が尽きることなくあっという間に時間が過ぎました。

次回は、参加者の「こんな話が聞きたい。」という声を参考に『男性の参
加が多いサロン』『地域でサロンを支えるしくみがあるサロン』『サロン備品
を活用した交流会』などのテーマで開催できればと思います。

自治会等で開催される「ふれあいサロン」や「子育てサロン」等で活用していただける備品を貸出しています。 
事前に空き状況をご確認頂き、印鑑を持参のうえ申請手続きにお越しください。
申請書は、野洲市社協ホームページからもお取りいただけます。

野洲市内在住の方で、突然の怪我や身体の支障により歩行が困難な状況、または介護保険等で
車椅子の申請手続き中の方を対象に、３か月を限度に車椅子を貸出します。

4/22 コミュニティセンターなかさと

4/23 野洲図書館

地域のサロン等でご活用ください ～ 備品貸出 ～

車椅子を貸出しています

・車椅子のタイプ　　自走式と介助式　　　　　　　　　　　　　　
・借用料　　　　　　無　料
・申請手続き　　　　事前に車椅子の空き状況をご確認のうえ、印鑑を持参し手続きにお越しください。

流

あ
用
つ

る

問い合わせ
連　絡　先 TEL  077-589-4683　FAX  077-589-5783野洲市社会福祉協議会

（注意事項）福祉サービス等によって、車椅子を購入もしくはレンタルされている方は対象外といたします。

〔貸出備品一例〕

ふれあいサロンは、地域の方との出会いの場で、参加することで顔なじみ
にもなれます。
心配ごとや困りごとがあった時に相談でき、「ちょっとたすけて。」と言え
るそんなおたがいさまの地域活動を推進する場にもつながっています。



「この地域にも、みんなが気軽に集まれる居場所を作りたい…」という思いから、昨年“うぶ声を上げた”サロンです。 
百歳体操やカラオケ大会も始めました。

スタッフだけが頑張るのではなく、参加者も準備や後片付けを手伝ったり「次回は、あの人を誘ってこようかな」とサ
ロンの活性化にひと役かっています。地域のみんながいろんな形で関わり、「どんどん楽しいサロンにしていこう！」と
いう意欲がみなぎっていました。

みんなで知恵を出し合いながら「次回は、あれをしようか、これをしようか」とアイデアがつきません。
これからの広がりが楽しみなサロンです。「毎週みんなに会えるのが楽しみ」、「休みがちな人がいると心配」など、地域

の人と人との心をつなぐ場にもなっています。

同会発起人は自治会長である木津さん。「外出することに消極的になってしまっている方が多かった
ので、チラシを作り一人一人に趣旨を説明してまわりました」
と発足当時を振り返ります。もっと多くの人が参加したくな
る魅力あふれるサロンにしたいと抱負を語ってくれました。

新上屋自治会新上屋自治会新たな活動が始まりました新たな活動が始まりました新たな活動が始まりました

自治会館には、至るところに住民さんの描いた絵が
飾られ、訪れた方々の癒しになっています。
自治会館には、至るところに住民さんの描いた絵が
飾られ、訪れた方々の癒しになっています。

野洲市社会福祉協議会野洲市社会福祉協議会

令和元年（2019年） 6月号

ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮｏＮＮＮｏＮＮｏＮｏＮｏＮｏＮｏＮｏＮｏＮｏＮｏＮｏＮｏＮｏＮｏＮｏＮｏＮｏＮｏＮｏＮｏＮｏｏＮｏ..ｏＮｏ..ｏｏＮｏ..ｏｏｏ..ｏｏｏ..ｏｏｏ..ｏｏｏ.ｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏ 0000000000000000000000000000008000880008880800808008080080800808008080808080808080080800808008000800080008000808080808080080880080880080880080880080880808808088080880808808808808880888088808808808808808808808808808808808808808808808808808808808808808880888088088088088088088Ｎｏ.80
社協は住民の声を集める

みんなの広場

あったかハートをお届けします！

社協は住民の声を集める
みんなの広場

あったかハートをお届けします！
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この広報誌は、一部赤い羽根共同募金の配分金で作成しています。

令和元年6月１5日

滋賀県野洲市西河原2400番地

E-mail : fukushi@yasu-syakyo.or.jp http : //www.yasu-syakyo.or.jp

おしらせ版

野洲市介護者家族の会　 事務局  野洲市社会福祉協議会 TEL 077-589-4683  FAX 077-589-5783問い合わせ

介護者家族の会  懇談会のお知らせ

※参加費（会費）：１回につき100円

認知症の方の介護は、思うようにいかないのが現状です。
しかし、方法がないわけではありません。認知症の方と介護者

の関係は「合わせ鏡」に似ています。こちらがイライラしている
と、あちらもカリカリ。こちらが笑顔でいると、向うも気持ちが
穏やかになります。チョットした介護のコツと、気持ちに余裕を
持っていただくために、いろいろ話し合いませんか。どうぞ、お
待ちしております。 どなたでもお気軽にご参加ください。

６月19日 ㈬

７月17日 ㈬

８月21日 ㈬

野洲市
健康福祉センター
（辻町433-1）

13：30
〜

15：00

期　　日 場　　　所 時　間理解をすることで、気持ちに余裕が生まれます。

義援金のご協力
　　ありがとうございました

上記以外に匿名の方や募金箱等にもご協力をいただ
いております。
各義援金の総額等詳細については、社会福祉協議会

のホームページをご覧ください。

野洲市社会福祉協議会では、下記の義援金を引
き続き受け付けています。
義援金は日本赤十字社・共同募金会を通じて、

被災地へ届けられます。

（平成31年3月1日から令和元年5月31日）

日赤滋賀県支部  野洲市地区受付分

みなさまの温かいご支援を
お願いいたします。

平成３０年７月 豪雨災害義援金

介護の悩みを気軽に相談できる場、認知症や介護に関
する情報交換、同じ悩みを持つ人との交流の場など、みな
さんの集いの場として気軽に参加ください。認知症の人や、
家族が気軽に外出できる場としてもご利用ください。
対　象
参加費

問い合わせ

どなたでも　＊予約不要
無料　＊飲み物やお菓子（各100円程度）の実費負担有り
野洲市地域包括支援センター　TEL 077－588－2337

介護カフェおこしやす開催中～ ! !

R1年７月２日㈫
R1年８月６日㈫
R1年９月３日㈫
R1年10月１日㈫

野洲市
健康福祉センター1階 

旧デイサービス室
（辻町433-1）

13：30
〜

15：00

期　　日 場　　　所 時　間

K・Y 様

滋賀県レイカディア大学
　　　 　　　第42期学生の募集について
滋賀県レイカディア大学
　　　 　　　第42期学生の募集について

滋賀県レイカディア大学とは
　高齢者の社会参加への意欲の高まりに応え高齢者が新しい知識と教養
を身につけ、地域の担い手として活躍できるよう支援するため滋賀県レ
イカディア大学を開設しています。

2019年6月3日（月）から8月5（月）まで入学願書受付期間

滋賀県レイカディア大学 米原校
〒521-0016 米原市下多良2-137

滋賀県レイカディア大学 草津校
〒525-0072 草津市笠山7-8-138

問い合わせ 社会福祉法人 滋賀県社会福祉協議会

TEL：077-567-3901 TEL：0749-52-5110

日本赤十字社では毎年創立の月にあたる
５月を中心に「赤十字運動月間」とし、この月
間を中心に全国の皆様に社員に加入してい
ただくための「赤十字社員増強運動」を行い
ます。

日本赤十字社滋賀県支部
〒520－0044  大津市京町四丁目３－38
TEL 077－522－6758／FAX 077－523－4502
日本赤十字社滋賀県支部　野洲市地区　
〒520-2413  野洲市西河原2400番地
TEL 077－589－4683／FAX 077－589－5783

赤十字奉仕団  団員募集赤十字奉仕団  団員募集赤十字奉仕団  団員募集赤十字奉仕団  団員募集

赤十字の活動資金に
　　　ご協力お願い致します。

・東日本大震災義援金
・平成28年熊本地震災害義援金
・平成30年7月豪雨災害義援金
・平成30年北海道胆振東部地震災害義援金
・平成29年7月5日からの大雨災害義援金

問
い
合
わ
せ

～わたしたちは忘れない～～わたしたちは忘れない～


